
留学生は何に 困難を感じているか 
一 2003 年度双期アンケート 調査から 一 
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要旨 本学の留学生が 留学生活をおくる 中で、 何に困難を感じているかを 調 

べるため、 2003 年 6 月から 7 月にかけてアンケート 調査を行った。 その結果 以 下 のよ う な と が明らかになった。 

1. 留学生が最も 困難を感じているのは 経済的な問題であ る。 住居、 学習、 

アルバイト等についても 経済的な問題との 関連で、 問題となっているも 

のが多い。 

2. 経済的なことについては、 特に奨学金を 受けられないこと、 授業料免 

除を受けられないことに、 困難を感じている。 また、 これらの選考基準 

が 不明確だと感じている 学生がいる。 

3. 住居に関しては、 経済的な問題とも 関係して、 家賃が高いこと、 寮に 

なかなか入れないことが 問題となっている。 寮に関しては、 国費留学生 

等優先の入居基準に 不満を感じている 学生がいる。 

4. 学習に関しては、 アルバイトのため 十分学習の時間がとれないことを 

， 悩んでいる学生が 多い。 

5. 精神的に不安定な 状態にいると 感じている留学生が 3 割近くいる。 

6. 学部留学生は、 研究生、 大学院留学生と 比べ、 さまざまな事柄につい 

て 困難を感じている 学生の割合が 高い。 

1. はじめに 
2002 年 10 月に本学の国際交流委員会に 設置された留学生支援方策検討専門 

小委員会 ( 以下「支援小委員会」と 略記する ) では、 留学生支援を 検討して 

いくための基礎資料収集のひとつとして「留学生が 困っていることについて 

のアンケート」を 実施した。 支援小委員会のメンバー [ 注 1] の多くは、 各 

部局において 留学生の相談の 窓口になっており、 これまでも日ごろの 活動等 
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を 通じてそれぞれが 把握している 問題点等をもとに 留学生への支援について 

検討を行って 来ているが、 実態をより的確につかむために アンケートを 実 

施することが 必要であ ると考えたためであ る。 

今回のアンケートでは、 回答すること 自体が留学生の 負担にならないよう 

に 、 留学生が今現在、 どんなことについて 困難を感じているかに 焦点を絞り、 

調査を行 う ことにした。 質問項目を支援小委員会で 検討の上、 自由記述の ス 

ぺ ー スを含め A4 裏 表に収まるようアンケートを 作成した。 アンケートは、 

まず、 おおまかな項目を 10 項目取り上げ、 その困難の程度を 尋ね、 そののち、 
それぞれの項目について、 何が問題になっているかを 問う構成となっている。 

各項目の後ろとアンケート 用紙の最後に 自由に意見が 書ける記述スペースを 

設けた ( アンケートの 内容については、 末尾の資料参照 ) [ 注 2]0 

本稿では、 このアンケート 調査の結果をもとに、 留学生が現在どんなこと 

がらに困難を 感じながら留学生活を 送っているか、 その現状と問題点 は つい 

てあ きらかにしていきたい。 

2. 調査の実施と 回答状況 
アンケート調査は、 2003 年 6 月から 7 月にかけて行った。 支援小委員会の 各 

部局の委員を 通じて、 各部局においてアンケート 用紙の配付 ( メールによる 

配付を含む ) および回収を 行ったほか、 留学生センタ 一の授業、 および セン 

タ 一内ロビ一等において、 アンケートの 配付と回収を 行った。 

アンケート回収総数は 245 であ る。 全留学生数に 対する回答数の 割合は、 

29%  (245 人 /857 人 ) であ る。 回答者の内訳は、 学部生 94 名、 大学院生 101 

名 、 研究生 32 名、 その他 ( 教員研修生等 ) 18 名であ る。 奨学金に関して 見る 

と、 文部科学 省 奨学金 (72 名 ) 、 民間奨学金 (15 名 ) 、 奨学金なし (100 名 ) 、 

無回答 (55 名 ) となっている [ 注 3] 。 奨学金について 身分別に構成比 ( 文部 

科学 省 奨学金、 民間奨学金、 奨学金なし、 無回答の順 ) を 見ると、 学部生 

(35% 、 4% 、 44% 、 17%) 、 大学院生 (28% 、 8% 、 41% 、 23%) 、 研究生 

(19% 、 6% 、 53% 、 22%) であ った。 

3. アンケート調査の 結果 
3. 1  質問項目と困難度について 

アンケートではまず「あ なたが横浜国立大学で 学んだり、 生活したりする 
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き と に、 困っていること、 相談したいこと、 助けてほしいことは 何ですか。 」 
という質問を 設け、 以下 Wl の項目について「 1. 少し困っている」、 「 2. 困っ 

ている」、 「 3   少し困っている」の 段階を示し、 当てはまるものに 0 をつけ 

てもらった。 

く 質問項目 ノ 

A 一 l. 住居のこと ( アパート、 寮などの問題 ) 

2. 経済的なこと ( お金のこと ) 

3. 学習にかんすること 

4. 日本吉 吾 のこと 

5. 友だちや先生との 人間関係のこと 

6. アルバイトのこと 

7. 就職・進学のこと 

8. 生活習慣、 大家さんや近所の 人たちとの付きあ いなど   
10 ．いろいろな 不満，苦情など 

11. その他 (   

これらの項目に 対して、 以下の Al のグラフのような 結果が得られた。 

  

  口 "l すこし " の回答数・ 70   43                   I 72 I 52 I 98 I   101         

  

Al  留学生が困っていること 
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すべての項目 ( 「 11. その他」を除く ) について、 困っているという 回答 

をした (1 か 2 か 3 に 0 をつけている ) 学生が相当の 数にのぼることがわかる。 

項目のうち最も 少ないもので、 約 61% 、 多いものでは 約 84% の学生が困って 

いると回答している。 全体で、 総数が最も多かったのは、 「経済的なこと」 

についてであ る。 245 人中、 合わせて 207 人 (84%) の留学生が困っている 事   

柄 としてこれをあ げている。 2 番目は、 「日本語のこと (198 人 ) 」、 3 番目が 

「住居のこと (197 人 ) 」、 4 番目が「学習に 関することり 94 人 ) 」となってい 

る。 

この中で、 「とても困っている」という 回答に注目してみると、 経済的な 

こと (98 人 ) と住居 (71 人 ) に関する数字が 他 と上ヒ べて、 大きいことがわか 
る 。 このことは、 経済的な問題と 住居に関する 問題が留学生にとって、 深刻 

度の高いものとなっていることを 示していると 言えよう。 これらに比べ、 日 

本語については、 総数では 2 番目に大きいものの、 「とても困っている」は 、 

30 人に留まり、 約半数の 98 人は、 「少し困っている」をマークしている。 こ 

のことは、 日本語については 現在困難を感じている 学生は多いが、 深刻度 と 

いう点では、 全体的に見れば 経済的なことや 住居の問題ほどにはとらえてい 

ないことを示していると 考えられる。 一方、 進路 ( 就職・進学 ) については、 

全体の総数では 173 人で、 ， 5 番目に位置するが、 「とても困っている」という 

回答数について 見ると経済、 住居の問題に 次いで、 3 番目 (57 人 ) となる。 
就職・進学について 大きな困難を 感じている留学生が 少なくないことが 分か 

る 。 

また、 学習に関しては、 「とても困っている」と 答えている学生数は 39 人 

であ るが、 「困っている」と 答えている数は 85 であ り、 「少し困っている」の 

70 人を上回っている。 日本語の場合よりも 深刻に考えている 学生が多いと 言 

えよう。 

このように困難さの 度合いをみるために、 「少し困っている」の 回答を 1 点、 

「困っている」の 回答を 2 点、 「とても困っている」の 回答を 3 点として、 各項 

目の合計点を 出し回答者数 245 で割って点数化したものが、 A2 のグラフであ 

る。 
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A2  困難度 ( 留学生平均 ) 

この点数を困難度としてとらえるならば、 留学生にとっては、 経済的な問 

題、 住居の問題が 大きく、 次いで、 学習に関する 問題、 進路 ( 就職・進学 ) 

に関する問題があ   り、 日本語の問題がさらに 続いていることが 見てとれる。 

次に学部生、 研究生、 大学院生について 平均の数値を 出し比較したのが、 

A3 のグラフであ る。 どの項目についても 学部生の数値がバラフ A2 の平均値 

より高くなっていることがわかる。 学部生の場合日本人と 同等の日本語の 能 

力が授業でも 求められていること、 日本での滞在の 期間が長くなる ( 入学す 

るまでに 2 年近い月日を 日本での日本語学習に 費やしている 学生も多く 、 入 

  学 後も最低 4 年間は日本に 滞在することになる ) ため、 当面の蓄えだけでは 

生活が続かないことなど、 卒業するまでに 立ち向かうべきことがらの 範囲も 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

  

  
  
  

  

広く、 したがってどの 事柄についても 困難を感じている 学生が多くなって い 

るのではないだろうか。 一方研究生は、 平均値より低 い 項目が多い中、 「 学 

習は ついて」と「日本語について」の 数値が平均値を 越えており、 正規生 

( 学部生と大学院生 ) に比べると両者について 困難を感じている 学生の割合 

が 高いことがわかる。 また、 研究生は奨学金を 受けている割合が 正規生より 

低いにもかかわらず、 経済的な問題についての 数値は正規生より 低い。 これ 

は 、 在籍年数が短いこととも 関係しているものと 考えられる。 大学院生にお 

いては、 経済的なことについての 数値以覚はどの 項目も平均値を 下回り、 研 
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究 生の数値ょり 低 い ものも多い。 日本語についての 数値は学部生、 研究生と 

比べ、 低い。 これは大学院生の 日本語の能力が 十分であ るというより、 専門 

の 研究においては、 学部生に求められるような 日本語の能力を 必要としない 
場合もあ るため、 困難度が低くなっていると 考えられる。 進学と就職につい 

ては、 研究生の数値が 低い。 進学という目標が 定まっているためであ ろう。 
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A3  困難度 ( 学部生・大学院生・ 研究生 ) 

以下では、 各項目について、 留学生が具体的にどんなことを 困難と感じて 

いるかについての 回答結果を 、 順を追って見ていきたい。 

3. 3  留学生の抱える 困難点 

3. 3. 1 住居について 

住居の問題についてはグラフ Bl のような回答を 得た。 「家賃が高い」と 

「寮に入りたいが 入れない」をマークした 学生がそれぞれ 76 人で、 全体の 
31% 。 ついで、 「アバートが 大学から遠い」が 65 人で、 27 老であ る。 「アパー トの 環境が悪い」は 31 人で、 m3 拷であ る 
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Bl 住居のこと 

  

住居の問題は 経済的な問題と 密接に関わっているものも 多い。 寮を希望す 

る場合、 いくつかの理由が 考えられるが、 来日したばかりの 留学生を除いて 

は、 寮の家賃が民間アパートに 比べはるかに 安い点がまず 最大の理由となっ 

ていると考えられる。 アパートが遠いというものも、 経済的な理由から 大学 

のそばのアパートを・ 借りることが 難しいために 生じている結果であ る場合も 

多いに違いない。 アパートの環境の 悪さについても、 経済的な理由から、 悪 

い 条件に甘んじなければならない 場合も多いと 考えられる。 環境が悪 い 点と 

して具体的にあ げられていたのは、 汚い 、 狭 い、 買い物が不便、 ぅる さ い、 

交通が不便等で、 5 件の記述があ った。 大学寮についても 寮のルールが 厳し 

い、 寮が大学から 遠いという不満の 記述 (8 件 ) が見られた。 他の問題とし 

ては、 保証人を捜すのが 困難であ ること (l 件 L 、 外国人であ るという理由で 

断られることがあ ること (3f 牛 ) などがあ げられている。 住宅の問題に 関連 

しては、 これらのほか 以下のようなことがらについて 記述が見られた。 ( ヵ 

  ソコ内 数字は件数、 なお、 記述の文については、 紙面の都合等により、 文体 

の 修正、 省略等をおこなっているものがあ る ) 

・寮の人屑制度に 不満であ る 10 件 ( 寮の入居制度が 不健全。 9 回抽選に外れ、 抽 

選の話を聞くだけで 具合が悪くなるⅠくじ 引きで寮に入れることが 理解できな 
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い 。 お金に困っていない 国費留学生を 2 年間も優先でいれるべきではないⅠ寮に 

関して、 たくさんの部屋は 国費留学生にとられている。 ほかの人は住む 機会がな 

い。 国費の留学生も 抽選によって 決めるべきだと 居 、 う Ⅰ弘明寺の寮になかなか 私 

費 留学生が入れないⅠほとんどの 新人生が寮に 入れないが、 それは大変不便なこ 

とだと 居 、 っている / 寮の数が学部生に 対してほんの 少ししかない / もっと長くす 

みたい 他 ) 

・寮に住みたい 3 件 ( 学校の一番近い 寮にずっと住みたいけれど、 実状況もわか 

るけど、 この問題について 助けてくださればほんとうにうれしくてたまらないと 

思 う Ⅰ 峰沢寮 にどうしてもはいりたい 等 ) 

  寮を出てからが 不安であ る 2 件 ( 来年大学院に 入ったらバ イド やる時間があ ま 

りない。 今は寮にすんでいるからいいが・ 来年くじびきで 落ちたら生活費と 学費 

とほんとうにどのように 解決するか困る ) 

保証人の問題に 関しては、 2002 年 4 月から、 大学の機関保証制度が 実現し 

状況は改善されているが、 不動産屋、 大家さんによっては、 機関保証制度を 

受け入れないところもあ る。 制度についての 周知や留学生に 好意的な不動産 

業者の情報等の 提供につとめているが、 今後、 業者への積極的な 働きかけも 
  

必要となろ う 。 

寮に関しては、 寮の環境に対する 不満もさることながら、 そもそも入居で 

きないことに 対する不満の 記述が深刻に 思われる。 これまで大学の 寮では、 

国費留学生や 短期留学生、 英語プロバラム 等の留学生を 優先的に入居させ、 

最大 2 年間の入居期間を 設定している。 国立大学で 9 年間の入居期間を 認めて 

いるのは、 本学を含め 2 大学だけであ る。 この数年は優先入居対象の 留学生 

の増加および、 留学生総数の 増加のため、 私費留学生が 寮に入居できるチャ 

シ スが極めて少なくなってきている。 私費留学生にとっては、 寮に入れるか 

どうかは、 経済的な問題として 留学生活に大きく 影響する。 授業免除、 奨学 

金の給付状況の 悪化と相まって、 国費等の留学生と 私費留学生の 生活状況の 

格差がいっそう 拡大してきており、 不公平感がいっそう 強くなっているので 

はないかと危惧される。 私費の留学生から、 こうした状況に 対して不満が 出 

るのはもっともなことであ るぅ。 

この状況を改善するために、 2003 年度の国際交流委員会ではワーキンババ 

ループを立ち 上げ、 入居期間を中心とする 入居基準の見直しが 検討された。 

国費留学生等を 従来通り優先すべきであ るという意見もあ るが、 900 人に迫 
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る 留学生を抱え 国際化を調う 本学にあ ってその約 75% を占める私費留学生 

が、 留学の成果をあ げ、 本学に留学したことを 誇りに思って 巣立っていける 

ような環境作りは 欠かせないものであ ると考える。 ワーキンググループでは、 

例外はあ るものの原則的には、 2004 年度 4 月から、 入居期間を 1 年とすること、 

演目したばかりの 留学生を優先させることが 提案事項として 決定され、 国際 

交流委員会でも 了承された。 

3. 3. 2  経済的なことについて 
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B2  経済的なこと 

B2 のグラフに見られるように 経済的な問題として 留学生があ げている中 

で最も多いのが、 「奨学金が受けられない」という 項目であ る。 Ⅱ Q 人 、 回答 

者 全体の 47% が奨学金についてマークしている。 これはアンケートのすべて 

の 項目を通じて 最も高い数値であ る。 2 番目に多いのは「授業料免除が 受け 

られない」の 78 人であ る。 回答者の中には、 国費留学生等が 含まれているの 

で、 私費留学生についてみれば、 その割合はもっと 高くなるものと 考えられ 

る 。 経済的な問題については、 以下のような 事柄について 記述があ った。 

  経済的に苦しい 25 件 ( 物価が高 い Ⅰ奨学金がもらえな い / 授業料免除が 受け 
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られないⅠ半額しか 免除にならない / 授業料を捌 、 ぅ お金がないⅠゼミの 合宿 費が 

高すぎるⅠ勉強のためアルバイト 減らしたいが 生活できないⅠ留学生にとって 一 

番重要なことは 金だと は、 う ・・・等 ) 

  奨学金 ( 数 、 金額 ) 少ない 6 件 ( 奨学金の数が 奨学金を必要としている 留学生 

と 比べて少ないと 思、 ぅ Ⅰ申し込んでもなかな㌦もらえな い Ⅰ奨学金がだんだん 低 
くなった ) 

  アルバイトがない 5 件 ( 外国人はだめといわれている 店 おおい / 家族がいるの 

で生活費や教育費が 増し、 アルバイトをしたいがなかなかみつからない 等 ) 

奨学金に関しては、 公的なもの民間のものを 合わせても限られた 学生しか 

受け取ることができないのが 現状であ る。 留学生数の増加の 影響もあ り、 奨 

竿金を手にできる 学生の割合も 減少してきており、 私費留学生にとっては 厳 

しい 状 、 況 となっている。 

また、 授業料の免除に 関しても、 日本人学生を 含む全学生に 対して免除 実 
施可能額の割合が 年度ごとに決まっているが、 その割合が減少していること 

に 加えて、 ここ数年留学生数の 増加 や 、 日本経済の悪化による 申請者の増加 

等により、 半額免除を増やすといった 措置はとられているものの 免除が受け 
られる留学生の 割合は減少している。 授業料が払えずに 除籍となった 留学生 

の話も耳にするようになった。 

留学生の間にも、 授業料免除がもっと 行き渡っていた 数年前とは異なり、 

状況が厳しくなっていることへの 理解が広まりつつあ るとは思うが、 大学と 

しても、 現在実現に向かっている 大学寮の入居基準の 見直しや、 留学生への 

貸付制度の検討、 あ るいは学内でのアルバイトの 機会の創出への 努力などを 

進めて い く必要があ ろう。 横浜は地域的には、 アルバイトを 捜す上で、 恵ま 

れていると考えられるが、 アンケート結果では、 「いいアルバイトがない」 

と答えた留学生が 73 人あ った。 この数字が示しているように、 不況下におい 

ては、 アルバイトを 見つけることは 簡単ではないようであ る。 自由記述にも 

書かれているように 外国人ということでいっそう 難しくなっている 面もあ 

る 。 今後、 経済的な問題は、 今まで以上に 私費留学生にとって 深刻なものに 

なっていく恐れがあ る。 

奨学金、 授業料免除の 問題は、 留学生活を揺るがすものともなるため、 留 

学生達は、 その審査に関しては 非常に敏感になっている。 自由記述には 奨学 
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金 、 授業料免除に 関して以下のようなコメントが 見られた。 

・奨学金・授業料免除の 基準が不明確、 公開すべき Ⅱ 件 ㎝ nl のときは免除なし、 

MI2 のときから半額だけ。 それもあ りがたいが、 M¥ のときから今まで 1 円も払わ 

なかった学生もいるⅠ明確な 基準がわからないⅠ奨学金もっと 合理的にしてほし 

ぃ Ⅰ奨学金の学校からの 一次の選択基準がよくわからないⅠ各免除の 基準がわか 

らないから学校が 信用できないⅠ基準に 疑問があ るⅠ奨学金制度が 不透明に感じ 

られるⅠ基準を 説明してほしい。 そ う しないと納得できない 等 ) 

奨学金や授業料免除については、 受けられないことによって 経済的な困難 

を感じるだけでなく、 審査基準に対する 不信感が、 大学全体に対する 不信感 

を 生じさせている 点が憂慮される。 留学生が納得いくような 説明 や 、 基準の 

設定が強くもとめられていると 言えよ         

3. 3. 3  学習に関すること 
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B3  学習にかんすること 

学習に関しては、 R3 のグラフにあ るよ う に「学習時間が 十分にとれない」 

が 79 人 (32%) で最も大きい 数値を示している。 この数値は、 アンケートの 

全項目の中で、 2 番目に高い。 特に学部生の 割合が高くなっている ( 学部生 
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の 約 45%L 。 時間が十分とれないのは、 生活費や学費を 得るためのアルバイ 

トに多くの時間を 割かなければならないためであ る。 自由記述部分にも 学業 

と アルバイトの 両立の困難さを 訴えたものが 8 件あ った。 次に多いのは、 「授 

業がよくわからない」で、 58 人であ る。 目立つのは、 このうち研究生が 相対 

的に多い (13 人 ) 点であ る。 回答した研究生の 40% にあ たる。 次の「おもし 

ろくない」の 項目については、 学部生の割合が 高い点が特徴と 言えよう。 大 

学院生、 研究生の数値は 低い。 「指導教官によく 教えてもらえない」は 11 件 

であ った。 

自由記述においては、 上述のものの 他、 次のようなものが 見られた。 

 
 

  日本語の能力が 不十分 13 件 ( 日本語まだへただから、 専門を勉強するときに 

ちょっと難しいⅠ日本語でコミュニケーションが 十分でないⅠ漢字が 読めませ 

ん、 かけませんⅠ文が 上手にかけない / 日本人の大学生レベルの 論文が書けない 

等 Ⅰ日本語がうまくいかないから 生活もうまくいかない 等 ) 

  授業がわからない 4 件 ( 専門の授業がよくわからないⅠ授業がわからない / 先 

生のお話がよく 聞き取れない / 授業は大分わかるけど、 十分理解できない。 ) 

・研究についての 悩み (4 件 : 自分の専攻の 進め方がうまくいかないⅠ自分の 今の 

やりかたでいいかわからないⅠ授業の 方は大丈夫だが 研究について 困っているⅠ 

研究に関する 資料や情報の 人手が難しい ) 

  専門が難しい 3 件 

  その他 : 専門の本が貫いた い がすごく高 い / 試験にまだ慣れていないⅠ う ちの 研 
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3, 3. 4  日本語について 

日本語については、 「講義の日本語が 十分理解できない」が 66 人、 「日本語 

の 学習時間が十分とれない」が 65 人であ った。 はじめに見たように、 日本語 

について困っているという 回答は 198 にも上るが、 実際の大学生活の 中では、 

日本語のニーズもまちまちであ り、 到達目標には 至らないがなんとか 凌いで 

いるという面も 強いと考えられる。 日本語の学習時間については、 先の学習 

の項目と同様にアルバイトに 時間がとられてしまうという 場合のほか、 専門 

の 勉強 や 、 研究活動が優先されるため、 日本語の学習時間がないと 感じてい 

るケースもあ ろう。 学部生 25 人に対して、 大学院生は 32 人マークしていた。 
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B4  日本語のこと 

日本語に関しての 記述は以下のとおりであ る。 

  日本語を話す 相手がいない 2 件 ( 日本人学生と 話せる機会が 少ない等 ) 

  日本人なみの 日本語ができない 2 件 

  日本語クラスへの 要望 2 件 ( センタ一の中では 中国語 か 英語しか話せない。 日 

本語の授業にいる 学生のレベルが 全然違 う Ⅰいつでも入れる 日本語講座をひら い 

てほしい ) 

  専門用語が難しい m 伴 

  うまく表現できない 2 件 ( 自分の思いや 考えがうまくできないⅠ自分の 意見な 

ど 表現しきれない ) 

  その他 : 学習時間がない / レポートなどの 英文和訳がむずかⅡ 、 

日本語に対するニーズは 多様化しており、 個々の留学生が 目標とするもの 

も異なるであ ろうが、 それぞれが目標と 現状とのギャップに 困難を感じてい 

ることが伺える。 留学生センタ 一では、 学部生の日本語教育を 中心にカリキ 

ュラムの改革を 試みているが、 提供できる授業にも 限界もあ る。 チューター 

制度や、 センタ一内の 交流相談室 (105 室 ) 等も利用して、 留学生が個々の 
学習を進めることも 期待したい。 
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 3. 3. 5  人間関係について 
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B5  友だちや先生との 人間関係 

 
 

 
 

 
 

  

人間関係について、 もっとも多いのが「日本人 ( 学生 ) とうまくつきあ え 

ない」の 55 人であ る。 学部生が 28 人を占め、 大学院生 17 人より多い。 留学生 
の割合が高 い 当人学において、 留学生と日本人との 交流がうまくいかないと 

い う 回答が多く見られるのは 残俳であ る。 無関心によって 交流がない場合も 

あ ると 思 、 われるが、 双方に関心があ りながら、 うまくいかないこともあ る。 

私費留学生が 経済的な事情からアルバイトをしながら 何とか生活を 送って い 

るという状況を 知らない日本人学生も 多い。 チューター制度があ っても効果 

的に利用されていないケースも 見られるよ う であ る。 留学生センタ 一では、 

日本人学生と 留学生が参加する「異文化間コミュニケーション 論」等の授業 

の 実施 や 、 日本人学生と 留学生をスタッフとする「交流・ 相談室 (105 室 ) 」 
の 設置などにより、 両者の交流をはかっているが、 大学内においては、 ひと 

つの場に過ぎない。 学内のいろいろな 場面で、 もっと交流の 機会が広がるこ 

とが求められているといえよ う 。 さらにまた、 学覚のボランテイアバループ 

との交流や、 ホームスティプロバラムなどの 開拓も進めていく 必要があ ろ       

記述部分では、 以下のようなコメントが 見られた。 
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  日本人ともっとつきあ いたい 5 件 ( 深くまでつきる ぅ ことが難しいと 思 う 。 ど 

のようにこの 壁を乗り越えるが 悩んでいますⅠ日本人の 友だちが少ない 他 ) 

  先生が留学生の 状況を十分理解していない 4 件 

  関係うまくいっている Wf 年 

・先生との交流が 少ない 2f 牛 

研究室やゼミでの 人間関係についての 問題点は、 回答のグラフに 現れた数 

値はそれほど 多くない。 しかし、 自由記述部分からは、 問題があ る場合は深 
刻度 が高 い 可能性があ ることがうかがえる   

3. 3. 6  アルバイトについて 
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B6  アルバイトのこと 

アルバイトについての 問題では、 「アルバイトに 時間をとられてしまう」 

の 64 人が一番多い。 学習に関する 項目で学習時間が 十分とれないに 79 人がマ 

ークしていたが、 生活のことを 考えるとアルバイトを 優先せざるをえず、 学 

習時間の確保に 悩んでいる留学生の 実態がよく示されている。 アルバイト と 

学業の両立は 私費留学生にとっては 大きな課題であ ることがわかる。 

次に多いのが「いいアルバイトがない」で 62 人であ る。 これについては 経 

済 的なことの項目にも 同じものがあ り、 そこでも 73, 人がそれにマークしてい 
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たが、 語学教師といった 効率のよいアルバイトが 見つけられないというだけ 

でなく、 仕事を捜すこと 自体が容易でない 状況を反映しているといえよう。 

「アルバイトしたいができない」という 回答は 35 人だが、 これには、 仕事が 

捜せないケースと、 勉強に費やす 時間が必要なためにアルバイトができない 

場合の両方の 回答に含まれていると 考えられる。 記述部分には 以下のようの 

ものが見られた。 

  学業とアルバイトの 両立が困難 Ⅱ 件 ( アルバイトをしているからきちんと 研 

究 はうまくいかない。 私自身が悪いⅠ金がないのでバイトをしたいが 時間がな 
  

いⅠ研究に迷惑かけないぐらいのアルバイトがしたい / 今は寮に住んでいるから 

いいが、 来年大学院に 入ったらバイトやる 時間があ まりないから、 生活費と学費 

ほんとうにどのように 解決するか困っている。 ) 

  いいアルバイトがない 5 件 ( 外国語の先生になりたいけれどさがせないⅠ高い 

時給のアルバイトをしたいけれど 見つからないⅠ学校でアルバイトがしたい 等 ) 

  アルバイトがない 5 件 ( 外国人はだめといわれている 店 おおい / 家族がいるの 

で生活費や教育費が 増し、 アルバイトをしたいがなかなかみつからない 等 ) 

・その他 ( 国費の留学生だから 考えないⅠアルバイトするのは 楽い ) と思、 う ) 

最後の記述にあ るように、 アルバイトを 肯定的にとらえている 留学生がい 

ることも事実であ るが、 たとえ仕事の 経験を積むことができたり、 よい人間 

関係が築けたとしても、 学業に当てる 時間が削られることは 学生にとっては 

マイナス点になっているといえよう。 

3. 3. 7  就職・進学について 

就職・進学の 問題は 、 先にも述べたように、 始めの設問に 対する回答にお 

いて「とても 困っている」が、 経済と住居の 問題についで 3 番目に多く、 57 

人 あ った。 就職や進学についての 問題について 深刻に悩んでいる 学生が多く 

  ) ることがわかる。 

「大学・大学院を 出てからどうするかわからない」の 回答が 58 人あ り最も 

多いのは、 就職と進学の 問題にまだ直面していない 学生もいるためではない 

かと思われる。 直面している 留学生にとっては、 深刻な問題であ ると考え ろ 

れる。 「就職や進学について 相談する人がいない」と 答えた留学生も 52 人 い 
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B7  就職・進学のこと 

学生センタ一では、 2004 年度に卒業留学生の ネ、 ッ トワーク作りの 一環として、 

在日の卒業留学生を 大学に招いて 第 1 回のホームカミンバデ イ を開催した。 
  

卒業留学生からは、 日本で働くことについて 卒業生白身の 経験を踏まえて 話 

してもらい、 在籍留学生との 意見交換を行った。 初めての試みであ ったが、 

今後こうしたネットワークが 広がり、 有効に利用されるようになることを 期 

律 したい。 

以下は記述部分に 書かれていた 事柄であ る。 

  進路について 不安であ る、 迷っている 8 件 ( まだ考えていないがちょっと 不 

安Ⅰこれから 就職先を捜すのですが、 適合な職があ るかどうか心配であ るⅠ大学 

院 へ行くために 何を準備すべきかわからないほか ) 

  就職が厳しい 3 件 ( 会社をさがしているが、 今までまだ決まらない 等 ) 

  相談する人がいない 2 件 ( 留学生の就職に 関して、 情報がないし 相談する人も 

いない。 日本企業のことをもっと 知りたい。 大変困っているⅠ留学生が 大学、 大 

学院卒業後の 進路について 相談してくれる 人がいればいいなと 居 、 ぅ 。 日本企業の 

留学生の扱い 方について全く 知らないので、 就職活動の面接などで 失敗する。 大 

変困っている 私たちは相談柏手がほしい ) 

・， 情 報がない mf 牛 
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3. 3. 8  生活習慣、 大家さんや近所の 人たちとの つ きあ いなどについて 

30 

            

  

B8  生活習慣、 大屋さん、 近所との付合い 
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の
な
 りないことがあ げられよ う 。 記述の部分にも 肯定的なコメントが 4 件、 つき 

あ いがないというコメントが 3f 牛見られた。 アルバイト や 研究活動で、 近所 

の人とつきるう 時間がない留学生も 多いと考えられる。 しかし、 困難度が低 

いといっても 全体では 149 人の留学生が 困っていると 記しており、 上のグラ 

フでは、 具体的に「近所の 人とうまくいっていない」が 25 人、 「大家さんと 

うまくいっていない」が 8 人あ り、 気になるところであ る。 「生活 習 ，慣でわか 

らないことがあ る」や「日本での 生活が自分にあ わない」などは、 大学で チ 

ュ 一タ一に尋ねたり、 留学生担当教官に 相談したりする 余地があ ると思われ 

るが、 実際のところ 留学生センタ 一での相談担当者に、 こうした生活の 問題 

を持ってくる 学生はあ まりいない。 経済的な問題や 住宅の問題の 影に隠れて 

はいるが、 事態が深刻にならないよう 注意を要する 問題であ るといえよう。 

記述部分には、 以下のようなものがあ った。 

一 130 一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



  肯定的なコメント Wf 牛 ( 日本での生活がおもしろいⅠ日本の 生活習慣はもう 慣 

れている。 まわりの人は 本当にやさしいし、 熱心な気だと 居 、 う Ⅰまわりの人との 

つきあ いに対しては 大丈夫等 ) 

  まわりとのつきあ いはない mf 牛 ( 大家や近所の 人たちとはほとんど 会えないノ 

アルバイトを 終わったら深夜になった。 大家さんや近所の 人たちと付き 合う時間 

がとれない等 ) 

    騒音問題 3 件 ( 二階に住んでいる 人がとてもうるさいが、 文句をいったらいい 

かどうかわからない 等 ) 

  その他 ( ョ 一ロ ，パ人と アメリカ人など 大家さんと日本人にとって 人気らしい。 

ほかの人は人間ではないのか ) 

3.3.9  病気、 精神的不安などについて 

80 
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50 
    

いて相談できる 人がい 

  

 
 

 
 

 
  

 

 
 

Bg  病気、 精神的不安など   

まず、 注目したひのは、 70 人の留学生、 回答者の約 30% が「精神的に 不 

安定な感じがする」をマークしている 点であ る。 学部生が 35 人、 大学院生 23 
卍 " 立 人 、 研究生 8 人であ る。 学部生は 千 郁生回答者の 37% にあ たり、 割合が高い。 

メンタル な 問題で保健管理センターを 尋ねたりカウンセリンバを 受けたりす 

る留学生は氷山の 一角に過ぎないという 話を聞いているが、 精神的に不安定 

な 状況を自覚している 留学生が相当数いるという 実態がこの数値に 示されて 
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いることになる。 留学生センタ 一内の週 1 回の心理カウンセラ 一による相談 

活動でも深刻な 相談は一部に 過ぎないが、 留学生と身近に 接触する大学の 教 

職員は 、 彼らが重篤な 状態に陥らないよう 日ごろから十分注意を 払 う 必要 あ 

ると感ずる。 相談相手については「いない」という 回答は 23 であ った。 

「高いので医者にかかれない」は 24 人いる。 留学生のためには、 国民健康 

保険とあ わせれば支払いが 全体の 6% ですむ医療費補助制度があ り、 新人留 
学生を対象としたオリエンテーションでは、 資料の配付とともに 説明が行わ 

れているが、 情報が必ずしも 行き渡ってはいないようであ る。 24 人の中には、 

制度をよく知らないという 留学生が含まれているのではないかと 思われる。 

病院へ行く留学生数が 多いわけではないため、 医療費補助制度についての ， 情 

報 はあ まり知られていないおそれがあ る。 以下は記述部分のコメントであ る。 

  病気への心配等 7 件 ( 病気になったら 大変だと思 う 。 勉強できないし、 お金が 

かかるⅠ自信がないⅠ休みがないⅠストレスを 解消できる場がないⅠ体質が 弱い 

ので勉強だけでせいいっぱいⅠあ まり病気がないので 心配等 ) 

・現在調子がよくない 2 件 ( よく病気にかかるⅠ住むことやお 金や授業や研究や 

バイトなど毎日考えている。 眠る時間は少ない。 精神的に不安定になった ) 

3. 3. 10  いろいろな不満・ 苦情について 

教官、 事務官、 大学、 社会に対する 不満のうち、 もっとも多いのは、 大学 

に 対する不満で 36 件であ る。 たとえば大学寮の 入居基準に対する 不満 や 、 奨 

学金制度、 授業料の免除制度に 対する不満など 制度に対する 不満がここに 入 

ると思われる。 事務の人に対する 不満が 20 件であ る。 銀行の窓口やデパート 

などに比べれば、 国立大学の事務や 役所の応対は 一般的に見て 、 そ つけない 

面があ ると思われる。 日本人であ れば気にならない 対応でも、 留学生によっ 

ては留学生だから、 何々 大 だから不親切にされるといった 誤解をする場合も 

あ るので、 留学生に接する 教職員は、 誤解を与えないような 配慮を行 う 必要 

があ ると思われる。 教官に対する 不満は 13 件。 指導教官とどうしてもうまく 

いかないような 場合には、 なんらかの方法によって、 指導教官の変更が 可能 

なシステムが 必要なのではないだろうか。 以下に示した 自由記述部分の コメ 

ント では、 留学生たちが 日頃 の留学生活で 感じている不満が 率直に吐露され 

ている。 

・留学生センターを 除いて、 親切にしなくても 結構ですが、 学生がオフィスに 入っ 
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Bl0 いろいろな不満、 苦情など   

てきたら顔をそちらへ 向けるようにしてくださ ぃ 。 声をかけても 無視される。 

「親方日の丸」ってい う のは国大で実感しました。 

  チュータ一のことについて。 日本の生活に ， 潰れるのを手伝うためにいると 居 、 うが、 

何も役に立たない。 しかもチュータ 一の顔を 1 年も見ていなかったこともあ る。 

チューターというのは 自分の国の人にやってもら つ たほうがもつといいと 思う。 

日本人って留学生の 大変なことを 知らないからまともに 助けられない。 たとえば、 

奨学金や授業料の 免除さえ知らないものだから、 ほとんど日本人のチューターは 

彼 にたたない。 

  3 年生でも 4 年生でもチューターをつけてもらいたい。 チューターは 勉強だけでな 

く、 いろいろな相談ができる。 先輩と十分交流じないと 多くのことは 勉強できな 

い。 先輩と会ぅチャンスがないからチューターをつけてもらえば 少なくとも会う 

機会が増える。 

  日本人は覚国人が 怖い。 

  留学生センターはなぜ 午前中だけなのか。 学生の立場はぜんぜん 考えていない。 

不満であ る。 他の大学ではちゃんと 午後までやっている。 あ まりにもカ ツテ であ 

る 。 このアンケート 用紙もそうであ るが、 必要なときだけ 意見をきくのではなく   

常に学生の立場を 考慮すべきだ。 

  事務室に英語ができる 人がほとんどいない。 

  日本人は下の 国をよく見てほしい。 ほかの国の生活は 日本のと違 う 。 

  交通がとても 不便です。 
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  留学生が多いのは 構図大の特徴のひとつといわれているのに、 留学生に対して 関 

心と理解がすくないのではないか。 私たちは遠くからせっかく 来たけど、 日本人 

が冷たいのを 感じる。 

  日本ではいろいろな 手続きが不便だし 形式的。 

  全部の食堂に 対して不満メニューはかわらない。 

・日本社会の 人々がやはり 国際親善のマスクをかぶっているが、 やはり外人を 差別   

している気がする。 

・年が高くてこどももいる。 こどもの教育が 難しい。 

・掲示物を英文で 表記してほしい。 

  蒸し暑い天気はすみにくい。 大学の授業は 長くてわかりにくい。 自分の勉強は 足 

りない気がする。 

4. まとめ 
以上、 アンケートの 結果を見てきたが、 これらをまとめると 以下のような 

と が言える。 まず、 留学生が最も 困難を感じているのは 経済的な問題であ 
る 。 住居、 学習、 アルバイト等についても 経済的なことがらとの 関連で問題 

となっているものが 多い。 

経済的なこととしては、 特に、 奨学金を受けられないこと、 授業料免除を 

受けられないことに、 困難を感じている。 また、 これらの選考基準が 不明確 

であ ると感じている 学生がいる。 住居に関しては、 経済的な問題とも 関係し 

て、 家賃が高いこと、 寮になかなか 入れないことが 問題となっており、 寮に 

ついては、 国費留学生等優先の 入居基準に不満を 感じている学生がいる。 

学習については、 アルバイトのため 十分学習の時間がとれないことを 悩ん 

でいる学生が 多い。 精神的に不安定な 状態にいると 感じている留学生が 3 割 

近くいる点も 見逃せない。 

全般的に見て、 学部留学生は、 研究生、 大学院留学生と 比べ、 様々なこと 

がらついて困難を 感じている学生の 割合が高い。 

5. おわりに 
アンケートの 回答の中には 誤解にもとづくコメントと 思われるものや、 無 

理な注文と思われるものもあ る。 しかし、 留学生の率直な 意見を矢口ることは、 

支援を考える 上ア 重要であ る。 困ったことについてのアンケートだったが、 

肯定的なコメントもいくつか 見られた。 回答数の割合は 全体からみると 高く 
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[ 資 粗毛 

留学生が詰っていることについてのアンケート 2003%6 背 留筆。 革支憾ボ萎賞答 

0  このアンケートの 首綺 は、 笛 。 肇星 たちが 菌 っていること、 支璃 (help) してほしいこと 
の街 蓉を 知って、 それらのことについて、 できるだけ 支璃 できる 洙穏 ・システムをつく 
っていくことです。 

けんき ぅせ @   Ⅰ @  洪古 く @, んせ @   れんせ 年生 1@ D                 
あ なたの芽 券     学部生                 研発生 大三院生 M   

う @   くけんし ぅせ @   ういんけんし うせ @   
JOY 娃幼 奮撃。 星宿 廟篤助 留筆。 墨字 儂藪 。 背耕媛堅薮 ，賞辞 媛星 

漿 軍器 :  錯節料 撃替漿 軍器 罠 簡捷 螢盤 
なし 

せ @, かつ 

A  あ なたが 穣授菌笠笑箪で 撃 んだり、 生活したりするときに、 こ と、 箱 諫 

したいこと、 たナ 助けてほ しいことは待ですか。 十の漬首の軍から、 いくつでも 簿 んで， そ 
の酎享 にまる (0) をしてください。 そして、 詰 っている 僅産 をあ らわす 毅苧 にまるを 
してください。 3 が「とても 詰 っていること」、 2 は「 蒙 っている こと」、 1 は「すこ 

し茉 っていること」です。 すこし とても 

1. 樺 。 唐のこと ( アパート、 穏 ' などの 簡韻 ) 1.1 2@ 3 

2. 継落紡 なこと ( お 釜のこと ) 1.1 2@ 3 

3. 箪 」醤にかんすること 1.1 2 3 

4.   日本青苔のこと 1.1 2@ 3 

5. 友 だちや発軍との ズ簡螢株 のこと 1.1 3 2 
6. アルバイトのこと 1.1 2@ 3 

7. 驚 ， 鴇 。 ・ 踵箪 のこと 1.1 2@ 3 
亡んじ よ 

8. 堅落督 。 俺、 笑 " 豪 さんや近所の 犬たちとの 付 き 答 いなど Ⅰ ll ユ 3 2 
9. 病気、 精神 構 な 符 姿など   1.1 3 2 
0 1 いろいろな ポ 。 洛 ・ 晋 情など Ⅰ ll ユ 3 2 
1 Ⅰ                 2 3 

B  ㌍の 1 ～ 10 の 漬首は ついて、 それぞれあ てはまる 薮 ， 苧 すべてにまる (0) をしてく 
ださい。 「 5. その 商 」を え らんだ人は 、 菌 っていることについて 書いてください。 

(1) 荏 。 僖のこと - 
1. アパートの 豪 。 皆が 嵩い 2. 寮 。 に入りたいが 入れない 

3. アパートの 墳境が隷い 4. アパートが 笑 箪から 簿い 5 その他   

(2) 峯落構 なこと 
1. 授 " 棄網菟捺 がうけられない 2. 棄奪 。 釜が ぅ けられない 
3. いいアルバイトがない 4. 窺が蓬蓬するのがたいへんであ る 5 その他   

笘も 舞いてください。 

アンケート用紙 ( おもて面 ) 
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(3) 卸 」警にかんすること 

1.1 % 箪 の 捜 ，嚢がよく 分からない 2. 突撃の接壌がおもしろくない 

3. 拮ど薄薮ぅ 瞥によく 鞍 えてもらえない 4. 箪 」 醤は 簡が 芋 。 芥にとれない 5 その他   

(4) 日本語のこと 
  こほ んこ   じゆうぶんりか @   

1. 目封藷で コミュニケーションがよくできない 2. 諸 嚢の日本語が 十分理解できない 
3. 日没 藷を鞍 えてくれる芙がいない 4. 目兼睾 の 箪 」 暫婬簡が芋 。 券にとれない 
5. その他 (     

(5) 媛 だちゃ発生との ズ簡螢株 のこと 
にほんじん が くせ L   

、 ．友だちが 砂をぃ ( いない ) 
にんげんかん l 1   

2. 日本人 ( 学生 ) とうまくつきあ えない 

3. 雛 ， 莞 3% や ゼミの 人 問関 保 がよくない 4. 童靭 の 犬 とうまくつきおえない 
5 その他 (   

(6) アルバイトのこと 

l アルバイトしたいが、 できない 2. いいアルバイトがない 

3. アルバイトに 時間がとられてしまう。 かん     アルバイト発のズ 筒 簡 株がよくない 

5. その他 (   

(7  )  檎 。 窩 ・ と 

しゆうし     
1. サボ羊 ・ 芙箪暁を由 てからど う するか、 わからない 2    献 麟尭 がみつからない 

し つうし               
3. どの 笑箪暁 がいいか、 わからない 4. 就 南や進学について 箱 隷する大がいない 5 その他   

(8) 堅磐 薯 。 償 、 笑 " 豪 さんや 離競 の 犬 たち との付き合いなど っ ち 

1.1 おお 大家さんとうまくいつていない ゃ 2. 近所の人とうまくいっていない 
せ @ 、 かつ じ ガん 

  3. 星繕醤 ' 晢で券からないことが 婆い 4      ，ほん 日本での生活が 自分にあ れない 5 その他   

(9) 拐桶 、 銭神 構 な ポ " 姜など 
し / 。 ば @   せ @     ム あ ん 7     

1. 満貫をもっているので 心配であ る 2. 精 % 弱 に 不安定な 餓 じがする 
た ；   

3. 貫洙や浩挿 の賭銭 は ついて 箱 議 できひと る人がいない 4 高いので医者にかかれない い 、 ゃ 5 その他   

( Ⅰ 0) いろいろな不満 ふまん筈 稽など 

1. 鞍 。 管にたい して不満があ ふ まん る 2. 董 霧の犬にたい して不満があ ふ さん る 

3. 笑箪 のあ り方にたいして ポミ 滴があ る 4    . ぎ米桂答 にたい して不満があ 小まん る 

5. その他   (   

C 「 l 1. その 毛 」に，どのようなことがあ りますか。 患っていることを、 できるだけた 
く ・さん， 旨窟に 苦いてください。 「～ 10 の道管 は ついて軽しく 合いてもいいです。 
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